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大手前大学では、卒業生の質保証のための 「学士課程教育のグラン ドデザイン」 にもとついて、あ

らゆる教育活動 を行 うもの としている。 学内外 のデー タに もとついて教育改 善を行 う教学IR

(lnstitutionalResearch)の 立場においては、あらゆる教育活動の実施状況や成果を、グラン ドデザ

インとの対比の中で明 らかに していくことが求められ る。本稿では、このような本学における教学IR

のあ りかたや計画な どについて報告する。
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1.は じめに

近年、 日本の高等教育において、教育や経営の改善

に資するデータの収集 ・分析等 を行 うIR(lnstitutional

Research)が 多大な注 目を集めている。

大手前大学(以 下、本学 とい う。)で は、卒業生の質

保証に向けた 「学士課程教育のグラン ドデザイン(以

下 「グラン ドデザイン」 とい う。)」を制定 し、すべて

の教育活動がこれにもとついて活動することとしてい

る。その実態や成果を明らかにするためには、学内に

IRの 機能、とくに 「教学m」 とよばれる機能をもち、

組織的、計画的に実行 していくことが必要である。

本稿では、本学における教学IRの ありかたについて

検討 し、今後の展望について述べる。

2.大 手前大学の教 学IR

2.1.教 学IR

IRに はさま ざまな機能があ り、これまでにい くつか

の分類モデルが提案 されている。たとえば沖らは、経

営改善、教育改善、認証評価 ・情報提供の3種 類の視点

か らIRの 実践例の分類を試みている(沖 ・岡田2011)。

日本独 自に発達 した概念 として、上の分類の うち教育

改善に関す る機能をさす 「教学IR」 があ り、この教学

IRが も つ べ き重 要 な機 能 と して 、KPI(Key

PerformanceIndicator:重 要業績評価指標)の 策定 とそ

の共有がある(松 田2014)。

2.2.質 保証のグランドデザインと教 学IR

本学では、ディプロマポ リシーに示 され る卒業生像

へ学生を導き、その質を保証するために 「グラン ドデ

ザイン」を制定 し、学生が身にっけるべき能力やその

時期、またこれを実現するための方法の指針などを示

してお り、全学的にすべての教育活動がこれを参照 し、

質保証の実現に向けて活動す ることとしている。

教学IRの 立場においては、あらゆる教育活動が 「グ

ラン ドデザイン」に沿って設計 され実施 されているか

どうか、また学生がその学修成果 として 「グラン ドデ

ザイン」に示 された 目標値を達成 しているかどうかを

明らかにすることが必要である。すなわち、「グラン ド

デザイン」にもとつく活動の実施状況や学修成果など

について適切な指標 と測定方法を定め、これ をKPIと

してPDCAサ イクル を回すことが必要である。

KPIは 、KGI(KeyGoalIndicator:重 要 目標達成指

標)の 達成に向けて、プロセスが適切 に実行 されてい

るかを計測するための指標である。本学における(教

学面での)KGIは 、本学のディプロマポリシーにおけ

る条件を達成す る卒業生の割合や、建学の精神 ・使命

にもとつ く教育の実現度 であ り、数値 としては 「進路

決定率」や 「学生満足度」な どがそれにあたるであろ

う。これを達成す るために 「グラン ドデザイン」の中

でさまざまな規準が設定 され、それぞれに対して 目標

とその時期が明示 されている。これ をブレークダウン

し、具体的 ・可視的に評価する指標が、本学の(教 学

面での)KPIで あるといえる。 これを適切に定め、測

定 ・評価を繰 り返 していくことが本学の教学IRの 重要

な役割である。
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2.3.エ ンロールメント・マネジメントと教学 亘R

「グラン ドデザイン」にもとつ く教育活動の状況 と

成果の可視化に加 え、入学前か ら卒業後までの一貫 し

た学生支援であるエンロール メン ト・マネジメン トに

資するデータの分析 ・評価もまた教学IRの 担 う重要な

機能である。

学内には学生に関する膨大なデータがある。これを

時系列に整理 して学修ライ フログ化 し、 この大規模デ

ータから数理的アプローチにより学生支援のための知

識 を発見 し、これ を活用す ることが今後は求められ る

であろう(近 藤 ・畠中2014)。

2.4.組織 約な教学IR活 動

表1に 示すように、教学IRを 推進す るうえで必要 と

なるデー タは多岐にわた り、現時点ではさまざまな部

署やシステムに散在 している。

また、しばしば各部署において独立にデータの分析

や評価などが行われ、その結果は学内の種々の会議等

において公 開されているものもあるが、 これ らは学内

において一元的に管理 されてはいない。

教学IRの 担当部署は、これらの全体像を把握 し、デ
ータお よび レポー トの管理や分析作業のマネジメン ト

を していくことがその役割 となるであろう。またこれ

に加 え、大学執行部な どから分析を受託す ることもそ

の機能のひ とつとなるであろ う。

表1学 生に関す るデータと所管部署(近 藤 ・畠中2014)

部署 主なデータ

教学運営室 入学前学習取組状況、出欠席(全 授業 ・オリエ

ンテーション等)、全学実施の試験結1果、学習ア

ンケー ト、インタビュー調査

学習支援センター 課題提出状況、学習支援センター利用状況、チ

ューター報告書

教務課 成績、履修状況、三者面談記録、学生異動

学生課 学籍情報、アルバイ ト・サークル状況、奨学金、

学生アンケート、特殊支援報告書

アド ミツションズ オフィス 入試種別、出身校課程、出身校評定値、入試成

績

情報メデ ィアセンター LMS上 の学習データ、LMS利 用 ログ、その他

システム利用ログ

キャリアサボート室 進路決定状況、就職活動履歴、面談結果

就業力育成支援室 学修振り返り、プレゼン映像、自己アピール

資格サポートセンター 資格講座受講状況、資格取得状況
図書館 図書貸出履歴、OPAC利 用 ログ

各教員 各授業の課題、テス ト結果等

2.5.分析結果の公開と活用

教学IR担 当部署では、前節で示したような組織的な

データ共有や分析 ・評価活動を公開するための 「教学

IRレ ポー ト(仮 称)」 を作成予定である。定期的に公

開すべき情報をまとめたファク トブックのような位置

づけの レポー トである。

「グラン ドデザイン」には 「自己教育」「情報活用力」

「外国語コミュニケーションカ」といった複数の項 目

があるが、これ らの項 目ごとに、その実施 ・推進状況、

および学生の到達状況を報告す る。すなわち、この レ

ポー トによ り、「グラン ドデザイン」の項 目ごとのKPI

の設定 と、現状の成果についての可能な範囲での測定

を行 う。KPIの 測定ができない状態にあるものについ

てもその現状を明 らかにす る。

この レポー トをもとに、「グラン ドデザイン」に関す

る現状や、学生の修学状況を踏まえたうえでの具体的

な施策の立案や、FD・SD活 動へ とつなげていくこと

をね らう。

3.お わ りに

本稿では、本学における組織的な教学IRの ありかた

について述べた。今後、この展望をもとに具体的な教

学IR活 動の実行に移 り、その結果 を報告 したい。
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SUMMARY

InOtemaeUniversity,alltheeducational

activitiesareimplementedbasedonthegrand

designofthebaccalaureatedegreeprogram.F/om

theviewpointofinstitutionalresearch(IR),itis

desiredthatthepresentconditionoftheeducation

activitiesandthelearningoutcomesofstudentswill

beclarifiedwithseveraleducationaldata.Inthis

paper,avisionofOtemaeUniversity'sIRisreported.
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